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〇 本日陽性が判明した職員の概要 
 

 職員７ 職員８ 職員９ 職員１０ 

所 属 外来 外来 外来 病棟Ｂ 

年 代 ４０代 ４０代 ４０代 ６０代 

性 別 女性 女性 女性 女性 

職 種 
看護師 

（会計年度任用職員） 
看護師 

医師事務作業補助者 

（会計年度任用職員） 
看護補助専門員 
（会計年度任用職員） 

居住地 都内 都内 都内 都内 

現在の症状等 軽症 症状なし 症状なし 症状なし 

 
 

 職員１１ 職員１２ 職員１３ 

所 属 病棟Ａ 診療放射線科 
リハビリテーシ

ョン科 

年 代 ６０代 ２０代 ５０代 

性 別 女性 男性 女性 

職 種 
看護補助専門員 
（会計年度任用職員） 

診療放射線技師 理学療法士 

居住地 都内 都内 都外 

現在の症状等 症状なし 症状なし 症状なし 

 

 



参考資料

№ 陽性者
陽性

確認日

報道

発表日
陽性が確認されるまでの行動歴等

現在の

状態
備考

1 患者Ａ 4/14 4/14

・３月下旬入院、４月初旬に病棟Aから退院

・４月中旬に呼吸困難の症状で再入院

・４月１６日死亡

4/16死亡 病棟A

2 患者Ｂ 4/14 4/14
・４月初旬に病棟Aに入院

・入院中に発熱、肺炎像を確認
重症 病棟A

3 患者Ｃ 4/15 4/15 ・４月初旬に入院、中旬に発熱・咳・咽頭痛確認 中等症 病棟A

4 患者Ｄ 4/9 4/14
・３月下旬に病棟Aを退院

・４月初旬に発熱し感染症専用病棟に入院
軽症 病棟A

5 委託職員Ｅ 4/9 4/14 ・病棟Aで従事。４月初旬に発熱 軽症 病棟A

6
職員１

（看護師）
4/15 4/15 ・病棟Aで従事。症状なし 症状なし 病棟A

7
職員２

（看護補助専門員）
4/15 4/15 ・病棟Aで従事。4月初旬から発熱し、その後解熱 症状なし 病棟A

8
職員３

（看護補助専門員）
4/16 4/16 ・病棟Aで従事。症状なし 症状なし 病棟A

9
職員4

（看護師）
4/16 4/16 ・４月に病棟Cへ異動。症状なし 症状なし

病棟A→病棟C

（4月異動）

10
職員5

（看護師）
4/16 4/16 ・病棟Bで従事。４月中旬に発熱し、咳・心窩部痛確認。 軽症 病棟B

11
職員6

（看護補助専門員）
4/16 4/16 ・病棟Bで従事。４月中旬に発熱するも、現在は熱なし。 症状なし 病棟B

12 患者F 4/17 4/17 ・１月中旬に病棟Aに入院 症状なし 病棟A

13 患者Ｇ 4/18 4/18 ・4月初旬に病棟Ａに入院、その後他病棟に転棟 中等症 病棟Ａ

14 委託職員Ｈ 4/18 4/18 ・４月１７日に発熱 軽症 病棟Ａ

15 患者Ｉ 4/18 4/18
・４月初旬に病棟Ｂに入院

・４月１７日に発熱
軽症 病棟Ｂ

16 患者Ｊ 4/18 4/18
・３月中旬に病棟Ｂに入院

・４月１７日に発熱
軽症 病棟Ｂ

17
職員７

（看護師）
4/18 4/18 ・３月下旬、患者Ｃの外来受診時に接触 軽症

病棟Ａ

（外来）

18
職員８

（看護師）
4/18 4/18 ・３月下旬、患者Ｃの外来受診時に接触 症状なし

病棟Ａ

（外来）

19
職員９

（医師事務作業補助者）
4/18 4/18 ・３月下旬、患者Ｃの外来受診時に接触 症状なし

病棟Ａ

（外来）

20
職員１0

（看護補助専門員）
4/18 4/18 ・病棟Ｂで従事 症状なし 病棟Ｂ

21
職員１１

（看護補助専門員）
4/18 4/18 ・病棟Ａ又は病棟Ｂ勤務の看護補助専門員と接触 症状なし

病棟Ａ

(病棟ABC以外)

22
職員１２

（診療放射線技師）
4/18 4/18 ・患者Ｆのレントゲン撮影を担当 症状なし

病棟Ａ

(診療放射線科)

23
職員１３

（理学療法士）
4/18 4/18 ・患者Ｆのリハビリテーションを担当 症状なし

病棟Ａ

(リハビリ科)

№７、８、１１は、「看護補助者」から「看護補助専門員」に訂正しました。

陽性者一覧



プレス日 陽性 陰性

4月14日 4 0

4月15日 1 0

4月16日 0 0

4月17日 1 19

4月18日 4 4

小計 10 23

4月14日 0 0

4月15日 2 12

4月16日 4 25

4月17日 0 15

4月18日 7 32

小計 13 84

23 107

患

者

・

委

託

職

員

職

員

合計

プレス発表日ごとの陽性・陰性数


